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るラグビーワールドカップが 2019 年、オリンピック・パラリンピックが 2020 年、2021
年には中高年のためのスポーツの世界大会であるワールドマスターズゲームズが日本
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ト 10」の 1 つに「スポーツの成長産業化」が明記され、経済規模を現在の 5.5	兆円（2015	







ると、2015 年度の国内のスポーツ産業の市場規模は 2015 年度で 5.5	兆円である。2002
年度のスポーツ市場規模は約 7 兆円であったため、10 年間で縮小傾向にある。さらに
スポーツビジネスの大きな収入源の 1 つである、一般企業からのスポンサーシップ額
について見てみる。プレミアリーグの企業からのスポンサーシップ額は 2016 年で約
















レミアリーグがある。プレミアリーグは、総収入額が約 24 億 7,900 万ユーロで、内訳
を見ると入場料が 6 億 4,9000 万ユーロ、放映権収入が 12 億 7,000 万ユーロ、広告料
























ことで、球場での体験を高めた。楽天は 2005 年創設されたが、2010 年の収入は 82 億
円に上る。楽天の収入源の内訳は、入場料 30％、TV 放映権料７％(地元視聴率は 16％)、


































離せない。2016 年に B リーグ、2018 年に T リーグが設立され、J リーグのクラブも毎
年増えている現状があり、プロスポーツのリーグやクラブが新設されている。現在 J

















































































































	 分析単位として、1 試合単位、シーズン単位、シーズンをまたがった分析単位の 3
点ある。	



























and	Berri(2001)はジニ係数で MLB の戦力バランスを調べたところ、1 シーズンの戦力
 16 
バランスは有意差がなく、3-5 年の戦力バランスが均衡であるほど観客数が増えること
を明らかにした。Humphreys	(2002)も同じく 5 シーズンの結果で MLB を検証したとこ
ろ、均衡度が高いほど観客数が増えることがわかった。	






第 3 節	 スターに関する研究	
	 この節では、エンターテイメント全体でのスターに関する研究の潮流を説明し、そ
の後スポーツビジネスの分野でのスターに関する研究について述べていく。	




























































































選手の 7 人を対象とした。マーキー選手とは、MLS のサラリーキャップ制度で、成績を
あげることに注力するために高年棒選手を抱え込み、破綻するクラブが出ないように
経営の健全化を図るための制度である。各クラブの年俸総額 2,000,000 ドル、1 選手




















第 4 節	 ロケーションに関する研究	
	 この節では、最初の項で一般的な経済学におけるロケーションの研究を説明し、第
































































































	 Jardrian	J.	Wooten（2017）は MLS を対象に、近隣に新設されたクラブができたこ
とで、もともとその土地を本拠地にしていたクラブと新設クラブの観客者数にどの様
な影響があるのかを調べた。1996 年から 2014 年のシーズン単位で OLS 回帰分析を行っ
た。最も近い距離の MLS のクラブ本拠地スタジアムまでの平方根距離を独立変数、観
客数を従属変数にした。分析した結果、二つのクラブ間の距離が近いほど、1 シーズン
で約 3,000 人の観戦者数は増えることがわかった。また、過去 3 年間で MLS では近隣
のクラブとの距離が 322 マイルから 254 マイルに減少した。Jardrian	J.	Wooten（2018）
は考察で、同じ地域のクラブがあるとライバル効果が高まり、試合観戦に行く様にな































































第 3 項	 ファンのクラブに対するロイヤルティに関する研究	
















































第 3 章	 リサーチデザイン	
	



































第 3 節	 分析対象	
	 分析対象は、日本プロサッカーリーグ(通称 J リーグ)と、日本野球機構(通称プロ
野球)を選んだ。分析対象に J リーグとプロ野球を選んだ理由は以下の点からである。




	 J リーグは、1 試合あたり平均観客者数約 20,000 人のプロ野球に並ぶ日本のトップ
プロスポーツの一つである。また、J リーグは公式ウェブサイトに掲載されている観客
動員数や売り上げなどのデータも豊富であるため、分析対象に選んだ。J リーグはディ
ビジョン制で J2、J3 まであるが、今回は J1 のチームのみを分析対象にしている。1







第 4 節	 分析方法	
	 本研究では、IBM	SPSS	Statistics25 を使用し、線形回帰分析で仮説の検証を行っ














第 5 節	 データ	




































が重複する場合を 1、重複しない場合を 0 とおき、ダミー変数として加えた。	
	 本拠地が同じ他プロスポーツのスター選手の人数：前述した様に先行研究では、国
や種目などによっても背景が異なるためスター選手の定義は様々で、研究によって異














試合の日時)、5 観客動員数の 5 点をあげていた。本研究でのコントロール変数の選定








































































	 モデル 4 は、コントロール変数にプロ野球の試合のスター選手要因を追加した。こ
こでは、スター選手の定義を、ホームの球団でメジャーリーグに行った選手の人数に
した。このモデルの決定係数は 0.355 であった。	













































































































































































































































































































































































































































































































	 モデル 5 は、コントロール変数に J リーグの 3 要因全てを追加した。その結果、J
リーグの試合日程の重複、J リーグのスター選手要因は 1%水準で有意差があった。そ










第 5 章	 考察	
	 J リーグ、プロ野球それぞれの分析のモデル 3 で、仮説 1「他リーグのチームの試合
の戦力均衡度が高いほど、自リーグの観客数が減少する」は棄却された。	







される試合である。表 9 のモデル 1 のコントロール変数「プロ野球の競争均衡度変数」
を見てみると、標準化係数が 0.219 で、他のモデルの「プロ野球の競争均衡度変数」








かる。分析結果の表 7 のモデル 1 のコントロール変数「J リーグの競争均衡度変数」を
見てみると、標準化係数が-0.171 で、他のモデルの「J リーグの競争均衡度変数」で
も、モデル 5 では-0.218 である。この分析結果から、自分のチームの順位がアウェイ
チームの順位より低い方が試合の観客者数が多いことがわかる。試合結果の期待値で
あるオッズ値を分析する Chris	and	David（2013）によると、サッカーのオッズ値は










は、J リーグ、プロ野球両方の分析、スター選手要因を追加したモデル 4 で支持された。
J リーグを従属変数にした分析では、モデル 4 のプロ野球スター選手の標準化係数が
-0.181、決定係数はコントロール変数のみのモデルと比較して 0.01 増加している。プ























































第 1 節	 貢献点	














第 2 節	 限界点と今後の展望	
	 本研究の限界点と今後の展望として、以下の 5 点が挙げられる。	










本研究では 1 年分の試合単位で分析を行った。しかし J リーグが発足する前、発足し
た後で分析をした方が、クラブの有無による結果を明らかにすることができると推察
される。	
	 3 点目に B リーグや T リーグは始まって日が浅いため、データが取れなかった。今
回は J リーグとプロ野球を分析対象にしたが、B リーグや T リーグを分析対象にした場
合、研究結果が変わった可能性がある。B リーグと T リーグは冬に試合が行われるため、
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